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Abstract 
Hachisuka Mochiaki (1846-1918) was the last lord of the Awa (Tokushima) domain, and he 
became a successful businessman and a statesman after the Meiji Restoration. He went to the UK to 
study when he was 25 years old, and stayed there for seven years, during which he graduated from 
college at the Balliol College, University of Oxford. Three years after returning to Japan, he was 
appointed to an envoy extraordinary and minister plenipotentiary of Japan in France (also serving as a 
minister in Spain, Portugal, Switzerland and Belgium) and he stayed in Paris three years. Despite ten 
years of foreign life, little has been known about his overseas activities. In this study, we investigated 
his overseas activities using digital archives of European libraries, and could find information from 
British Newspaper Archive, Welsh Newspaper Online, and Gallica.  
He began to attend public events in the UK after graduating from the Oxford University. He 
received in an audience by Queen Victoria and the Prince of Wales in 1877 and 1878, and attended to 
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parties hosted by the Ministry of Foreign Affairs. He also participated in the launching ceremony of 
three Japanese warships Kongo, Fuso, and Hiei in 1877.  
He worked variously as a diplomat in Paris during 1884-1886. He signed three treaties, the Geneva 
Convention, the treaty on remittance by postal money order, and the International Meter Convention. 
Conpared with signing the Geneva Convention remaining two have not received much attention so far. 
In this study we found that he encouraged the Japanese government to join the International Meter 
Convention and negotiated with the Comité International des Poids et Mesures many times. 
   He organized Japanese exhibition at a museum to introduce Japanese culture to Parisians, and he 
contributed to the academic exchange between France and Japan with the Geographical Society. And 
he and his wife Yoriko participated in many social events, and they held parties, concerts and theaters 
in Paris and Brussels. Several French newspapers mentioned elegant behavior of his wife Yoriko at 
those parties. And  
   He focused on politics and business after returning to Japan, but also worked to promote exchange 
with foreign countries. In particular, he established the Welcome Society, which was the first 
organization in Japan for attracting and accommodating foreign tourists, with other of founders, and 
became the chairman of the organization. His abundant overseas experience and wide-ranging personal 
connections helped to establish this association. 
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後 に 自 由 党 の 党 首 で 首 相 と な る ア ス キ ス
 
d Andrew Fraser “Hachisuka Mochiaki (1846/1918): from 
feudal lord to modern businessman”. Papers on Far 
Eastern History, No. 27, 93-104 (1988). 
e 小川裕久.「蜂須賀斐のこと―開化期に渡英した一女
性の肖像―」新世紀男女共生社会へのメッセージ. 
vol.10. 73-77 頁 (2010). 
f 佐光昭二.『阿波洋学史の研究』の蜂須賀茂韶の項目. 












































国語文献の調査研究から」』. 57-69 頁 (2019). 
i https://newspapers.library.wales 
j https://www.britishnewspaperarchive.co.uk 
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Archive では 54 件、Welsh Newspaper Online
では 7 件、Gallica では 140 件の情報がヒットし
た（2019 年 3 月 22 日時点）。なお、同一の新聞
資料が British Newspaper Archive と Welsh 
Newspaper Online の両方の検索結果にあがった
ケースが 4 件あった。 
 この他、ヨーロッパではドイツとスイスでデ
ジ タ ルア ー カイ ブ が利 用で き る。 ドイ ツ の







ー ト ル条 約 に関 し て は 、国 際 度量 衡委 員 会
（Comité International des Poids et Mesures, 
CIPM）発行の 1885（明治 18）年の活動報告書
（表 2 の 111）により確認した。 



































 茂韶は 1872（明治 5）年 1 月から 1879（明治




ッジに移り、1876（明治 9）年まで在籍した f, g。 
 今回の調査では、オックスフォード大学入学前
の情報は見つからなかった。大学時代については
次に挙げる 2 つの資料が見つかった。 
 
茂韶の荷物を載せた馬車が暴走 





















































“Japanese Minister — The Prince Hachisuka 
(ex-Daimio of Awa)”と記されている。minister
は 外 国 使 節 を 指 す 言 葉 で 、 こ の 記 事 で は





め、便宜的に minister としたと思われる。また、 







滞在中の 1884（明治 17）年 12 月に日本政府か






ね こ ）夫 妻 が招 か れて おり 、 茂韶 と同 じ く
minister のリストに載っている。 






 Morning Post 紙の 1877（明治 10）年 3 月 19
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には出席者に prince Hachisuka の名が見られる






























1879（明治 12）年 1 月にイギリスから帰国した
茂韶に、すぐに日本政府から二人の外国要人の接
待係を務めるよう命が下った。一人は皇帝ヴィル
ヘルム I 世の孫ハインリヒ（Albert Wilhelm 
Heinrich）であり、海軍士官候補生として来日し、





治 12）年 6 月に到着し、2 ヶ月ほど滞在した。














1883（明治 16）年 5 月にパリに着任した。随子
は水戸徳川家の徳川慶篤の長女であり、1881（明
治 14）年５月に二人は結婚した。 















































は 、 茂 韶 が  “M. JUNII HACHISUKA, envoyé 
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治 17）年 2 月から翌年の 1 月にかけて、ヨーロ
ッパの軍隊を見学して回った。フランスには




え（48, 49）、6 月 19 日にはパリのコンチネンタ
ル ホ テル で 視察 団 と盛 大な パ ーテ ィを 催 し













として 1875（明治 8）年 5 月 20 日、17 カ国に
よりパリで締結された国際条約である。日本は
10 年後の 1885（明治 18）年に加入を決定し、翌
年の 4 月 16 日に公布した。 
本条約に基づいて発足した国際度量衡委員会






























18 年) 年 10 月 27 日に契約書に署名した。来日
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 イギリスの新聞 Banbury Advertiser 紙は、


































































1884 年 5 月 24 日、メソニエ（Juste‐Aurèle 
Meissonnier）の展覧会のオープンパーティを報






1886（明治 19）年 1 月 28 日、グレヴィ（François 
Paul Jules Grévy）大統領主催による外交官を招
いての晩餐会が開かれた。記事には主だった参加




なお、『和訳蜂須賀家記』b には 1883（明治 16）
年 11 月 3 日に、公使館においてフランス内閣の
徳島大学地域科学研究 第 10巻 
 












































































1886（明治 19）年７月 24 日であり（139-141）、






















1886（明治 19）年 9 月、フランス語学習の促進









（Sociedad de la Lengua Española）が 1893（明
































“The Japan Weekly Mail”の 1897（明治 31）年





























設置」.神戸学院法学第 36 巻第 2 号, 107-133 頁(2006). 
z The Japan Weekly Mail; A Political, Commercial, and 
Literary Journal, Japan Mail Office, Vol. 27. 
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表 1. 海外での活動を中心とした蜂須賀茂韶の年表 
西暦 元号 日付 出来事 資料 No.* 





  父齊裕が死去し、茂韶が 14 代藩主となる。 a, b 
1869 明治 2   
2 月、蜂須賀隆芳の娘斐（あや）と結婚。 
6 月 24 日、徳島藩知事となる。 
a, b 
1871 4   知事の職を辞す。居を東京に移す。            a, b 
1872 5 1 月 イギリスに遊学に出発。 a, b, f, g 
1874 7 4 月 10 日 日本に帰っていた斐と離婚。 b, d, f 
5 月 茂韶の荷物を載せた馬車がオックスフォードで暴走した。 1 
オックスフォード大学ベリオールカレッジに入学。政治、経済学を
学ぶ。1876 年まで在籍。 
b, f, g 




1877 10 3 月 14 日 バッキンガム宮殿にてヴィクトリア女王に拝謁。 3 
3 月 17 日 英国外務省主催の晩餐会に列席。 4 

















（資料 No.21）。「比叡」の進水式は 13 日に行われた。 
19−23 
9 月 スコットランドのブレーマーに出かけた（訪問の目的は不明）。 24, 25 
1878 11 5 月 17 日 セント・ジェームズ宮殿にてイギリス皇太子に謁見。 26 
7 月 6 日 ノースコート（Northcote）大蔵大臣夫人のレセプションに出席 27, 28 
1879 12 1 月 イギリスから帰国。 a, b, f, g 









11 月 5 日 来日したドイツ皇孫ハインリヒの遊覧の接伴。 b 
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1881 14 5 月 徳川随子（よりこ）と結婚。 b 
1882 15 12 月 駐フランス国特命全権公使を拝命。 a, b, f 
1883 16 1 月 23 日 スペイン、ポルトガル、スイスの公使の兼務が決定。 a, b, f 
3 月 5 日 ベルギーの公使兼務が決定。 a, b, f 
５月 11 日, 
14 日 
新公使として赴任する茂韶の紹介記事。 30, 31 
5 月 17 日
記事 
蜂須賀夫妻がパリに到着。 32 
5 月 24 日 公使就任日（職員名簿に記載）。 33, 35 
5 月 25 日 新公使の信任状を提出。 36 




6 月 14 日 公使館で晩餐会を主催。 41 
6 月 16 日 装飾美術館で日本の美術展を開催。 42, 43 
6 月 23 日
の記事 
公使として着任した茂韶と公使館職員の紹介。 44 





1884 17 2 月 29 日
の記事 
茂韶と部下らがロンドンからパリに到着。 46 













5 月 22 日 公使館にて盛大な晩餐会とレセプション、コンサートを主催。 55−64 




6 月 5 日 
スコットランドの政治家ホープ・ヴェア（Hope-Vere）とマリエ・
ギルマン（Marie Guillemin）の結婚式に出席。 
ボーロンビル（Etienne Edmond Martin）男爵の第 3 回オークショ
ンに参加。 
66 
6 月 8 日の
記事 
ロシア大使館再開の記念パーティに参加。 67 
6 月 19 日 コンチネンタルホテルで大山巌ら日本の軍人と会食。 68-70 
6 月 20 日 
公使館でジュール・フェリー（Jules Ferry）首相、コシェリー
（Adolphe Cochery）郵政大臣らを招いて晩餐会を主催。大山巌も
同席。軍事視察団は 6/23 にイギリスに向けて発つ。 
69, 71−
73 





7 月 26 日 
リーニュ公（prince de Ligne）とエリザベス・ド・ラ・ロシュフク
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1885 18 2 月 5 日 政治経済学会の会合に出席 81, 82 





2 月 17 日
-22 日 
ビクトル・ユーゴー（Victor Hugo）の 83 歳の誕生祝の支援者リス
トに茂韶の名前。 
84−87 
2 月 27 日
の記事 
著名人のサインのコレクションの中に茂韶のサインも入っている。 88 




3 月 17 日
の記事 
フランス外務省主催の晩餐会とレセプションに出席 90 
3 月 18 日
の記事 
茂韶の部下がロッテルダムのホテルで浮気相手の女性に殺された。 91 
3 月 20 日 ラ・ロシュフコー（La Rochefoucauld）伯爵のパーティに出席 92 







4 月 14 日 茂韶夫妻がチリ大使館の会合に出席。 94 
4 月 24 日 地理学会に参加。 95 




4 月 26 日
の記事 
4/28 に日本公使館で晩餐会を開催する予定。 97 
5 月 10 日 フランス外務省主催の晩餐会とレセプションに出席。 98 
5 月 17 日 フランス海事・植民地研究所の落成式に出席。 99−100 
6 月 9 日 ロシア大使館での晩餐会に出席。 101 




6 月 11 日 下院議長シャルル・フロケ（Charles Floque）夫妻の晩餐会に出席。 104 
7 月 11 日 茂韶が産業会館のサロンで行われた籤に当選した。 105 
8 月 27 日 ミラノに滞在中。（用件は不明） 106 
9 月 23 日 
伏見宮貞愛親王がマルセイユに到着し、茂韶が出迎えた。 
＊親王は 8 月から 1 年間ヨーロッパ各国を歴訪した。 
107−110 







公使の残りの任期と後任人事に関する情報が新聞に載った。 112, 113 
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1 月 28 日 グレヴィ（François Paul Jules Grévy）大統領主催の晩餐会に出席。 117 
3 月 7 日 フランス外務省のレセプションに出席。 118 
3 月 9 日の
記事 
伏見宮親王をグレヴィ（François Paul Jules Grévy）大統領に紹介
した。 
119 




3 月 25 日 日本建築に関する講演会をサポート。 121, 122 









5 月 8 日 フランス外務省のレセプションに出席。 126 
6 月 5 日 ジュネーブ条約に署名。 127−131 
6 月 30 日 日本公使館でレセプションと演劇を主催した。 132−134 
7 月 18 日 茂韶がロンドンからパリに戻る。まもなく日本に帰国する予定。 135−138 
7 月 24 日 パリを出立。 139−141 













茂韶の後任として田中不二麿が着任。 145, 146 




1893 26 3 月 
日本で初のスペイン語とスペインについて学ぶ Sociedad de la 
Lengua Española（西班牙学協会）が創立。会長に就任。 
151 
1896 29 6 月 貴族院議長として種痘発見 100 周年の行事に出席。 152 
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表 2. 蜂須賀茂韶の海外の活動に関する資料 
No. 種類 資料名（掲載時期） 
1 新聞（英） Oxford Times（1874/5/16） 
2 新聞（英） Stamford Mercury（1874/5/8） 
3 新聞（英） London Daily News（1877/3/15） 
4 新聞（英） Morning Post（1877/3/19） 
5 新聞（英） London Evening Standard（1877/4/16）  
6 新聞（英） East London Observer（1877/4/21） 
7 新聞（英） Brechin Advertiser（1877/4/24）  
8 新聞（英） York Herald（1877/4/18） 
9 新聞（英） Leeds Mercury（1877/4/18） 
10 新聞（英） The Hull Packet and East Riding Himes （1877/4/20） 
11 新聞（英） Exmouth Journal（1877/4/21） 
12 新聞（英） Tenbury Wells Advertiser（1877/4/24） 
13 新聞（英） Witney Express and Oxfordshire and Midland Counties Herald（1877/4/26） 
14 新聞（英） Todmorden & District News（1877/4/27） 
15 新聞（英） Launceston Weekly News, and Cornwall & Devon Advertiser（1877/4/28） 
16 新聞（ウ） The County Observer and Monmouthshire Central Advertiser（1877/4/28） 
17 新聞（英） Gloucestershire Chronicle（1877/6/16） 
18 新聞（英） Gloucester Journal（1877/6/16） 
19 新聞(英,ウ)* South Wales Daily News（1877/6/12） 
20 新聞(英,ウ)* The Western Mail（1877/6/12）  
21 新聞（ウ） The Tenby Observer and Pembrokeshire Chronicle（1877/06/14） 
22 新聞（ウ） The Pembrokeshire Herald and General Advertiser（1877/6/15） 
23 新聞(英,ウ)* The Cardiff Times（1877/6/16） 
24 新聞（英） Aberdeen Press and Journal（1877/9/11） 
25 新聞（英） Aberdeen Press and Journal（1877/9/12）  
26 新聞（英） Morning Post（1878/5/18） 
27 新聞（英） Morning Post（1878/7/8） 
28 新聞（英） Western Times（1878/7/9） 
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29 新聞(英,ウ)* 
The Merthyr Telegraph, and General Advertiser for the Iron Districts of South 
Wales（1879/4/18） 
30 新聞（仏） Le Figaro（1883/5/11） 
31 新聞（英） Yorkshire Post and Leeds Intelligencer（1883/5/14）  
32 新聞（仏） Le Pays（1883/5/17) 
33 行政文書（仏） 
"Liste de MM. les Membres du Corps Diplomatique", France. Ministère des 




"Annuaire-Almanach du Commerce, de L'Industrie, de la Magistrature et de 
L'Administration, ou Almachach des 1,500,000 Adresses", Paris,Didot-Bottin 




"Almanach National: Annuaire Officiel de la République Française pour 1886", 
Paris, Berger Levrault et Cie （1886） 
36 官報（仏） Journal Officiel de la République Française（1883/5/25）（1883/12/31） 
37 新聞（仏） Le Temps（1883/05/26） 
38 新聞（仏） La Presse（1883/5/26） 
39 新聞（仏） Journal des Débats Politiques et Littéraires（1883/5/26） 
40 新聞（仏） Gil Blas（1885/5/27） 
41 新聞（仏） Le Figaro（1883/6/15） 
42 新聞（仏） Le Petit Journal（1883/6/19） 
43 新聞（仏） Le Rappel（1883/6/19） 
44 新聞（仏） Gil Blas（1883/6/23） 
45 新聞（仏） La Gazette de France（1883/7/1） 
46 新聞（仏） Le Petit Journal（1884/2/29） 
47 新聞（仏） Le Figaro（1884/3/5） 
48 新聞（仏） Le Matin（1884/5/6） 
49 新聞（仏） Le XIXe siècle（1884/5/8） 
50 新聞（仏） La Justice（1884/5/7） 
51 新聞（仏） Le Matin （1884/5/7） 
52 新聞（仏） Le Temps（1884/5/7） 
53 新聞（仏） Le Rappel（1884/5/8） 
54 新聞（仏） Le Petit Courrier de Bar-sur-Seine （1984/5/9） 
55 新聞（仏） Le Figaro（1884/5/22） 
56 新聞（仏） Le Figaro（1884/5/23） 
57 新聞（仏） La Liberté（1884/5/23） 
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59 新聞（仏） La Liberté（1884/5/24） 
60 新聞（仏） La Presse（1884/5/24） 
61 新聞（仏） Le Gaulois（1884/5/24） 
62 新聞（仏） Le Temps（1884/5/24） 
63 音楽雑誌（仏） Le Ménestrel - Musique et Theatres（1884/5/25） 
64 新聞（仏） L'Univers（1884/5/25） 
65 新聞（仏） Gil Blas（1885/5/25） 
66 新聞（仏） Le Figaro（1884/6/6） 
67 新聞（仏） Le Gaulois（1884/6/8） 
68 新聞（仏） Le Matin （1884/6/20） 
69 新聞（仏） Le Temps（1884/6/21） 
70 新聞（仏） Le Radical（1884/6/22） 
71 新聞（仏） Le Figaro（1884/6/20） 
72 新聞（仏） La Presse（1884/6/21）  
73 新聞（仏） Le Rappel（1884/6/22） 
74 新聞（仏） Le Matin （1884/6/22） 
75 新聞（仏） Le Gaulois（1884/7/27） 
76 行政文書（仏） 
Collection Complète des Lois, Décrets, Ordonnances, Réglements, et Avis du 
Conseil d'Etat （1884） 
77 官報（仏） Bulletin des Lois de la République Française France（1884/12） 
78 議会文書（仏） Impressions: Projets, Propositions, Rapports, etc. (Sénat. 1884)  
79 官報（仏） Journal officiel de la République Française（1884/12/14） 
80 行政文書（仏） Bulletin Mensuel des Postes et des Télégraphes（1885/2） 
81 学術雑誌（仏） Annales de la Société D'économie Politique（1885-87） 
82 学術雑誌（仏） Journal des Economistes（1885/1−3） 
83 新聞（仏） Le Gaulois（1885/2/18） 
84 新聞（仏） Gil Blas（1885/2/17） 
85 新聞（仏） Gil Blas（1885/2/18） 
86 新聞（仏） Gil Blas（1885/2/20） 
87 新聞（仏） Gil Blas（1885/2/22） 
88 新聞（仏） Gil Blas（1885/2/27） 
89 新聞（仏） Gil Blas（1883/3/15） 
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90 新聞（仏） Gil Blas（1885/3/17） 
91 新聞（仏） Le Gaulois（1885/3/18） 
92 新聞（仏） Le Gaulois（1885/3/21） 
93 新聞（仏） Le Matin（1885/4/12） 
94 新聞（仏） Le Gaulois（1885/4/15） 
95 新聞（仏） Le Temps（1885/4/26） 
96 新聞（仏） Le Gaulois（1885/4/27） 
97 新聞（仏） Le Matin（1885/4/26） 
98 新聞（仏） Gil Blas（1885/5/11） 
99 新聞（仏） Le Gaulois（1885/5/18） 
100 学術雑誌（仏） La Gazette Géographique（1885） 
101 新聞（仏） Le Gaulois（1885/6/10） 
102 新聞（仏） Le Gaulois（1885/6/12） 
103 新聞（仏） Gil Blas（1885/6/14） 
104 新聞（仏） Gil Blas（1885/6/12） 
105 新聞（仏） Le Gaulois（1885/7/12） 
106 新聞（仏） Le Matin（1885/8/30) 
107 新聞（仏） Le Matin（1885/9/23） 
108 新聞（仏） Journal des Débats Politiques et Littéraires（1885/9/24） 
109 新聞（仏） Le Matin（1885/9/24） 
110 新聞（仏） La Croix（1885/9/26） 
111 学術報告書 
"Procès-Verbaux des Séances de 1885", Comité International des Poids et 
Mesures eds., Gauthier-Villars, Imprimeur-Libraire, Paris（1886） 
112 新聞（仏） Le Matin（1885/10/16） 




"Notices et Discours. T. 1 : 1924-1936", Institut de France, Académie des 
Sciences（1937） 
115 新聞（英） Banbury Advertiser（1885/11/26） 
116 学術雑誌（仏） Bulletin - Société de Géographie de Lille（1886/1） 
117 新聞（仏） Le Matin（1886/1/29） 
118 新聞（仏） La Liberté（1886/3/8） 
119 新聞（仏） Le Matin（1886/3/9） 
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121 新聞（仏） Le Matin（1886/3/26） 
122 新聞（仏） Journal des Débats Politiques et Littéraires（1886/3/27） 
123 新聞（仏） La Justice（1886/3/27） 
124 新聞（仏） Le Temps（1886/3/27） 
125 新聞（仏） Le Petit Journal（1886/5/4） 
126 新聞（仏） Le Radical（1886/5/9） 
127 新聞（英） Pall Mall Gazette（1886/6/7） 
128 新聞（英） Banbury Advertiser（1886/6/10） 
129 新聞（仏） Le Matin（1886/6/11） 
130 行政文書（仏） 
"Archives Diplomatiques : Recueil de Diplomatie et d'Histoire", France. Ministère 
des Affaires Étrangères（1886/9） 
131 行政文書（仏） Annales Internationales d'Histoire No.3（1899-1900）p211 
132 新聞（仏） Le Figaro（1886/7/2） 
133 新聞（仏） Le Matin（1886/7/2） 
134 新聞（仏） Le Pays（1886/7/3) 
135 新聞（仏） La Liberté（1886/7/19） 
136 新聞（仏） Le Matin（1886/7/19） 
137 新聞（仏） La Gazette de France（1886/7/20） 
138 新聞（仏） Le Pays（1886/7/20) 
139 新聞（仏） La Liberté（1886/7/25） 
140 新聞（仏） Le Matin（1986/7/25） 
141 新聞（仏） Le XIXe Siècle（1886/7/25） 
142 官報（仏） Journal Officiel de la République Française（1886/7/29） 
143 学術雑誌（仏） Revue de Géographie（1886/8） 
144 新聞（仏） Le Gaulois（1886/8/1） 
145 官報（仏） Journal Officiel de la République Française（1887/10/25） 




Bulletin de la Société Franco-Japonaise de Paris（1909） p138 
148 旅行雑誌（仏） Revue Mensuelle - Touring-Club de France （1909/9） 




"France-Japon, No.15", Comité Franco-Japonais de Tokio（1936/1-2）p118 
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151 website 
Ugarte Farrerons, V. (2012). "El Español em Japón". Recuperado el 5 de febrero 
de 2015, de Anuario 2012: “El Español en el Mundo” (Centro Virtual Cervantes): 
http://cvc.cervantes.es/lengua/ 
anuario/anuario_12/ugarte/p01.htm 
152 新聞（英） Homeward Mail from India, China and The East（1896/6/29） 
153 報告書（仏） 
Pedone A. "Le Service de Secours de la Société de la Croix-Rouge du Japon 




Bulletin de la Société Franco-Japonaise de Paris（1908）p24 
 
3 つのアーカイブ British Newspaper Archive, Welsh Newspaper Online, Gallica でヒットした資料を
それぞれ英、ウ、仏で示している。 
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補足資料 1 
テンビーでの「比叡」進水式前日の茂韶のスピーチ部分（1877 年 6 月 14 日付 The Tenby Observer
紙掲載（資料 21）より抜粋） 
 
Prince Hachisuka said Your Excellency, Ladies and Gentlemen, - In obedience to the request that I should return 
thanks for "The Visitors," I gladly rise and thank you all for your hospitality, and for the pleasant manner in 
which you have received us. The company of this evening is one in which the two nations, English and Japanese, 
have most cordially met. It is not long ago since the two nations first actually came into friendly contact. One 
reason why we did not know each other until so recently was because of our geographical position, you living in 
one extremity of the world while we were almost in the other. If we look at the globe, the situations of the two 
countries, Great Britain and Japan, are almost as far apart as nature could have made them. In spite of all this 
distance, however, the intellectual movements of the two nations have secured a friendly tie. Great Britain has 
promoted the principle of fraternity, and Japan has followed the knowledge of the civilised country. Well, but 
what kind of country is Japan? It is a country surrounded by sea, in which it strangely coincides with the position 
of Great Britain. As Great Britain is famous for her navy and commerce, so Japan will, I hope, gradually become, 
if not her equal, at any rate her friendly rival. The object of our minister and suite, whom I am proud to join in 
coming down to this place, is to see the launch of a Japanese war vessel, which I hope will be successful. I trust 
that the gathering of ladies and gentlemen this evening represents the friendly connection of the two countries, 
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補足資料２  
パリの日本国公使館の職員名簿（資料 33 フランス外務省が発行した外交官名簿より抜粋） 
 
1ST NOVEMBRE 1883. 
M. JUNII HACHISUKA, envoyé extraordinaire et ministre plenipotentiaire  
M. COMEUZI, secretaire. 
M. F. MARSHALL, conseiller 
M. OUKAWA, attaché. 
M. OHYAMA, attaché. 
M. MATSUGATA, attaché. 
M. le commndant TERAOUTSI, attache militaire. 
 
1ST DECEMBRE 1884. 
M. le Marquis JUNII HACHISUKA, envoyé extraordinaire et ministre plenipotentiaire 
M.N......, secretaire. 
M.F. MARSHALL, conseiller 
M. OUKAWA, attaché. 
M. HASHIGUCHI, attaché. 
M. MATSUGATA, attaché. 
M. le lieutenant-conlonel TERAOUTSI, attache militaire. 
 
 
20 OCTOBRE 1886. 
M. le Marquis JUNII HACHISUKA, envoyé extraordinaire et ministre plenipotentiaire.(Absent.)  
M. HARA, secretaire, charge d’affaires par interim 
M. F. MARSHALL, conseiller 
M. Kato, attaché. 
M. TASIMA, attaché. 
M. MATSUGATA, attaché. 
M. MYAKAWA, attache. 
 
 なお、同様の職員名簿がパリ市が発行した住所録（34）や政府発行の年鑑（35）にも掲載されてい
る。前者には上記の資料になかった 1885 年の名簿が載っているので下に示す。 
 
M. le prince Hachisuka, envoye extraordinaire et ministre plenipotentiaire. 
MM. F. MARSHALL O, conseiller. 
   Comeuji, secretaire. 
   OUKAWA, attache. 
   Hashiguchi, attache. 
   Matsugata, attache. 
   le commandant Teraoutsi, attaché militaire. 
PARIS, M. N..., consul. general. 
   Marseille…M. N..., consul. 
